
                       

令和３年４月 12 日 

電力・ガス取引監視等委員会 
 

日本卸電力取引所の業務規程の変更について 

異存ない旨を経済産業大臣に回答しました 

 
１．概要 

以下の２点について、４月７日付けで、日本卸電力取引所より業務規程の変更認

可申請が経済産業大臣に対して行われ、同月８日付けで経済産業大臣から当委員

会へ意見聴取が行われました。 

 

（１）市場間約定代金差額に係る取扱いの変更 

令和２年６月に成立した改正電気事業法により、令和３年４月１日以降に発生する

日本卸電力取引所の値差収益（市場間約定代金差額）について、翌年度の４月末ま

でに電力広域的運営推進機関に納付されることとなったことを踏まえ、規程を変更す

る必要が生じたもの。 

 

（２）非化石市場における売買入札量の公開 

非化石価値取引市場における取引結果の公開について、資源エネルギー庁の審

議会における検討結果を踏まえ、市場の透明性確保の観点から、約定量及び約定

価格に加えて、今後は売買入札量の合計値についても、日本卸電力取引所において

公開されることとなり、規程を変更する必要が生じたもの。 

 

本日、当委員会はこの意見聴取に関する検討を行い、日本卸電力取引所の業務

規程の変更について、認可することに異存はない旨、経済産業大臣へ回答したことを

お知らせいたします。 

 

２．添付資料 

卸電力取引所の業務規程の変更の認可について（回答） 

 

 

 

 

 

本日、電力・ガス取引監視等委員会は、経済産業大臣から意見聴取を受けた、

日本卸電力取引所における市場間約定代金差額の取扱い及び非化石価値取引

市場における情報の公開に係る業務規程の変更について、認可することに異存は

ない旨、回答しました。 
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